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KAGRA
● レーザー干渉計を使った重力波望遠鏡。 
◦ 神岡鉱山の地下に建設。低温の鏡を使い、熱雑音を抑える。 
◦ 連星合体イベントやバーストイベントをLIGO/Virgo と同時観測するこ
とで、到来方向の測定精度向上が期待される。
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バーストイベント探索
● 重力波形についての仮定をあまりおかずに短時間のイベントを
探索する 

● 超新星爆発など重力波形の理論予想が難しいもの 

● 特定の天体現象にターゲットを絞らず網羅的に重力波イベント
を探す 

● 波形から重力波イベントと特定することができないので、検出
器ノイズとの区別をつけることが重要。
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重力波干渉計のノイズ
● ノイズは大きく２種類に分けら
れる。 
1. 定常的なノイズ 
◦ 時間的に局在しない雑音によるも
の。 

2. 突発的なノイズ 
◦ グリッチ(Glitch)と呼ばれてい
る。何らかのハードウェア側の原
因で、検出器に大きな信号が現れ
ることがある。 

● 本講演では、特に 2. 突発的なノ
イズについて述べる。
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ノイズ源モニター
● 環境ノイズを含め、
様々なノイズ源がある 
◦  地震 
◦  雷 
◦  音 
◦  振動 
◦  電気回路ノイズ 
◦ ... 

● これらのノイズ源を特
定できるように、干渉
計の要所要所に環境モ
ニターも設置。
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突発的なノイズの調査ツール開発
● プロットを目視で調べてノイズの原因を調査できるツール 
(GlitchPlot) を開発した。 

1. 突発的なノイズの探索には、Virgo で開発された既存ツール
(オミクロン)や、データ解析パイプラインのトリガーを利用 

2. 各トリガーについて、ハードウェアの状態や環境データの
プロットを作成 

3. プロットをウェブページで一覧でき、推定した原因を
フォームから投稿できるようにした。 

特にリアルタイムでの探索で検出器の状態を確認するためのツー
ルとして開発。他、グリッチノイズやロックロスの調査に利用。
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入射レーザー関連のチャンネル
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オフラインノイズ解析
● 統計的にノイズ源を特定し、検出器由来のグリッチノイズの時刻
を特定する。 

● LIGO で開発された Hveto (Hierarchical veto) というソフトウェ
アを利用。
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Hveto
● オミクロンの結果を各チャン
ネルのトリガーとして使う。 

● Significance は、ランダム分
布の場合にタイミングが一致す
る確率から計算される。
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まとめ
● KAGRA において超新星爆発を探索するには、重力波イベントと
検出器の突発的なノイズを区別することが重要である。 

● 特にリアルタイム探索向けに、GlitchPlot というイベント候補の
時刻の各データを一覧できるツールを開発した。 

● イベントごとにパラメータを自動調整したり、コヒーレンスやQ
変換を元にグリッチ源の可能性が高いチャンネルをピックアップ
したりしている。 

● オフラインでは、グリッチノイズのタイミングが一致する回数を
使って統計的に検出器ノイズの特定をする。
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